
北上市の防災対策について 

－東日本大震災発生から現在までの動きについてー 

H26.5.19 
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4 

（損壊した道路状況）  

（天上が崩落した稲瀬地区交流センター）   



5 

（損壊した市内建築物）   

（破損した新幹線高架橋）   



6 

（市役所前での炊き出し作業）   

（24時間体制の災害対策本部）   



①－２ 

震災発生に伴い 
・市内には３３カ所の避難所が設置 
・１，１３２人の市民、沿岸地域からの避難者、  
 市外からの出張者などが避難生活を送る。 
 

・停電（約３日間）による給水施設の停止 
 及び給水管の破損等により、震災発生 
 から約１週間断水。 
・本格復旧に相当の時間を要した。 
 

 

（健康管理センターに給水長蛇の列）   



①－２ 

・停電による、通信インフラの機能喪失。 
・情報発信の手段が失われ、市民にタイム 
 リーな災害情報が発信できなかった。 

・生活必需品やガソリンの不足は市民生 
 活に多大な影響。 
・ガソリン不足は、市役所の公用車の運行 
 も制限。 
・円滑な支援業務の足かせになる。 
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２ 

震災時の避難所 
運営の円滑化 

・交流センターを収容
避難所として位置づけ 

・防災備蓄倉庫、防災
備蓄品の配備 

１ 

迅速な災害対応への 
災害対策本部体制 

・災害直後の緊急初動
体制の見直し 

 震災時の避難所出動 

３ 

災害時の通信 
手段の確保 

・収容避難所との通信 
 手段の確保 

・市民への災害情報提 
 供の強化 

・３庁舎間の通信手段 
 の確保 

 災害対策本部初動体 
 制の構築 
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第1次収容避難所 
（地区交流センター） 

第1次収容避難所 
（地区交流センター） 

第1次収容避難所 
（地区交流センター） 

防災行政無線 

防
災
行
政
無
線 

防
災
行
政
無
線 

防
災
行
政
無
線 

自治公民館 

災害時活動 避 難 所 
自主防災組織 

自主防災組織 

自治公民館 

災害時活動 避 難 所 
自主防災組織 

自主防災組織 

自治公民館 

災害時活動 避 難 所 
自主防災組織 

自主防災組織 

衛星携帯 衛星携帯 衛星携帯 

登
録
局 

携
帯
無
線 

登
録
局 

携
帯
無
線 

登
録
局 

携
帯
無
線 
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発災前 発災直後 応急対応 復旧期間 

必要な情報 避難勧告等 
被害状況 
避難勧告等 

避難所情報 
安否確認情報 

生活支援情報 

情報の特性 
緊急・速攻性 
不特定多数 

緊急・詳細 
不特定多数 

緊急・詳細・多様性 
・不特定多数 

被災住民が求める 
多様性情報 

伝達手段 ◎：有効  ○：場合により有効（停電無い場合など）  △：あまり有効でない ×：使用不可 

緊急速報メール 
有 

◎ 
○ 

配信項目限定 
× 

配信項目限定 
× 

配信項目限定 

巡回広報 
有 

○ 
屋内聞こえにくい 

○ 
屋内聞こえにくい 

× 
詳細情報不向き 

× 
詳細情報不向き 

テレビ 
有 

◎ 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 

CATV 
有 

◎ 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 

SNS（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ等） 
有 

◎ 
○ 

充電切れ不可 
○ 

充電切れ不可 
◎ 

ラジオ（県域放送） 
有 

◎ ◎ 
△ 

北上市のみの情報は× 
△ 

北上市のみの情報は× 

移動系防災無線無 
有 

△ △ △ △ 

第１次収容避難所と市公用車のみの設置のため伝達対象者が限られる 

コミュニティFM 
無 

◎ ◎ ◎ ◎ 

停電、断線リスクなし   北上市に特化した被災住民が求める情報を配信可能 

同報系防災無線 
無 

○ 
屋内聞こえにくい 

○ 
屋内聞こえにくい 

△ 
屋内聞こえにくい 
詳細聞き取り不可 

△ 
屋内聞こえにくい 
詳細聞き取り不可 

※有・無は北上市の伝達手段保有状況 

災
害
情
報
伝
達
手
段
の
整
備
に
関
す
る
手
引
き
よ
り
引
用 
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年
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総
務
省
消
防
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情
報
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発災前 発災直後 応急対応 復旧期間 

必要な情報 避難勧告等 
被害状況 
避難勧告等 

避難所情報 
安否確認情報 

生活支援情報 

情報の特性 
緊急・速攻性 
不特定多数 

緊急・詳細 
不特定多数 

緊急・詳細・多様性 
・不特定多数 

被災住民が求める 
多様性情報 

伝達手段 ◎：有効  ○：場合により有効（停電無い場合など）  △：あまり有効でない ×：使用不可 

緊急速報メール 
有 

◎ 
○ 

配信項目限定 
× 

配信項目限定 
× 

配信項目限定 

配信可能情報 

1 避難準備情報 9 
指定河川洪水警報 
(はん濫注意情報を除く) 

2 避難勧告 10 土砂災害警戒情報 

3 避難指示 11 東海地震予知情報 

4 警戒区域情報 12 
弾道ミサイル情報 
(国民保護にかかわる警報) 

5 津波注意報 13 
航空攻撃情報 
(国民保護にかかわる警報) 

6 津波警報 14 
ゲリラ・特殊部隊攻撃情報 
(国民保護にかかわる警報) 

7 大津波警報 15 
大規模テロ情報 
(国民保護にかかわる警報) 

8 
噴火警報 
(レベル3未満の火
口周辺警報を除く) 

配信項目が限定されている 北上市内の携帯電話へ一斉配信 



発災前 発災直後 応急対応 復旧期間 

必要な情報 避難勧告等 
被害状況 
避難勧告等 

避難所情報 
安否確認情報 

生活支援情報 

情報の特性 
緊急・速攻性 
不特定多数 

緊急・詳細 
不特定多数 

緊急・詳細・多様性 
・不特定多数 

被災住民が求める 
多様性情報 

伝達手段 ◎：有効  ○：場合により有効（停電無い場合など）  △：あまり有効でない ×：使用不可 

巡回広報 
有 

○ 
屋内聞こえにくい 

○ 
屋内聞こえにくい 

× 
詳細情報不向き 

× 
詳細情報不向き 

テレビ 
有 

◎ 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 

CATV 
有 

◎ 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 
○ 

停電時不可 

○スマホ・携帯持っていない人でもＯＫ 

×豪雨時や気密住宅聞こえにくい  

×走行しながら広報 詳細不向き  

巡回広報 テレビ（ＮＨＫ・民法） 

○災害情報得る有効な手段 

×停電時は使えない 

×全国放送なため北上市の 
  詳細情報ばっかり放送で 
  きない 

ＣＡＴＶ 

○災害情報得る有効な手段 

×停電時は使えない 

◎北上市の詳細情報を放送 
  し続けられる 

北上ＣＡＴＶと災害時における災害情 
報等の放送に関する協定を締結している  



発災前 発災直後 応急対応 復旧期間 

必要な情報 避難勧告等 
被害状況 
避難勧告等 

避難所情報 
安否確認情報 

生活支援情報 

情報の特性 
緊急・速攻性 
不特定多数 

緊急・詳細 
不特定多数 

緊急・詳細・多様性 
・不特定多数 

被災住民が求める 
多様性情報 

伝達手段 ◎：有効  ○：場合により有効（停電無い場合など）  △：あまり有効でない ×：使用不可 

SNS（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ等） 
有 

◎ 
○ 

充電切れ不可 
○ 

充電切れ不可 
◎ 

東日本大震災時、電話もメー
ルも繋がらなかった状況下でも
SNSは利用可能だった。 

○利用者も多く有効な伝達手段 

×スマホ携帯充電切れ使用不可 



発災前 発災直後 応急対応 復旧期間 

必要な情報 避難勧告等 
被害状況 
避難勧告等 

避難所情報 
安否確認情報 

生活支援情報 

情報の特性 
緊急・速攻性 
不特定多数 

緊急・詳細 
不特定多数 

緊急・詳細・多様性 
・不特定多数 

被災住民が求める 
多様性情報 

伝達手段 ◎：有効  ○：場合により有効（停電無い場合など）  △：あまり有効でない ×：使用不可 

移動系防災無線 
有 

△ △ △ △ 

第１次収容避難所と市公用車のみの設置のため伝達対象者が限られる 

同報系防災無線 
無 

○ 
屋内聞こえにくい 

○ 
屋内聞こえにくい 

△ 
屋内聞こえにくい 
詳細聞き取り不可 

△ 
屋内聞こえにくい 
詳細聞き取り不可 

同報系防災無線 

屋外に設置したスピーカー等で、住民
へ一斉に通報を行う無線設備 

△家屋の機密性が 
 増しており屋内で聞  
 こえずらい。 

○誰もが情報を聞く 
  ことができる。 

移動系防災無線 

半固定局 車載局 

現場から情報収集のため携帯したり車載
したりして利用。移動局相互間の直接交
信も可能。北上市では公用車と第１次収
容避難所に配置している。 

×無線局の近くにいないと情報が取れない（不特 
  定多数×） 



発災前 発災直後 応急対応 復旧期間 

必要な情報 避難勧告等 
被害状況 
避難勧告等 

避難所情報 
安否確認情報 

生活支援情報 

情報の特性 
緊急・速攻性 
不特定多数 

緊急・詳細 
不特定多数 

緊急・詳細・多様性 
・不特定多数 

被災住民が求める 
多様性情報 

伝達手段 ◎：有効  ○：場合により有効（停電無い場合など）  △：あまり有効でない ×：使用不可 

ラジオ(県域放送) 
有 

◎ ◎ 
△ 

北上市のみの情報は× 
△ 

北上市のみの情報は× 

コミュニティFM 
無 

◎ ◎ ◎ ◎ 

停電、断線リスクなし   北上市に特化した被災住民が求める情報を配信可能 

○ラジオ局（送信所）とラジオを電波 
 で繋ぐため比較的災害に強い 

ラジオ 
(県域放送) 

ｺﾐﾆｭﾃｨＦＭ 

△北上市独自の 
 情報ばかりを 
 配信できない 

◎北上市民が必要と 
  している独自の 
  情報提供が可能 

放送対象地域が 
広域・県域 

放送対象地域が 
北上市内 




